
11月14日土 9：45～14：00 市立伊勢総合病院
伊勢総合病院（TEL 23-5111）

あなたと大切な人の笑顔があふれるおいない伊勢病院ふれあいまつり

第19回 伊勢病院ふれあいまつり
と き ところ

オープニングセレモニー

相談・健康チェック・各種測定

バザー

各種体験

講演 【２階講堂】

9：45～10：00　開会式、オープニングセレモニー（木
き

遣
や

り）

11：00～11：30

⃝医療相談
⃝生活習慣病を知って予防しよう
　健康相談「看護」・「お薬」・「栄養」など
　健康チェックコーナー「血糖」・「血圧」・「身体測定」・
「握力」 など

⃝お口の健康相談【伊勢度会歯科衛生士会】
⃝野菜足りてる？手のひらで簡単測定【伊勢市健康課】
⃝コツコツ骨活！～骨密度チェックで骨の健康を知ろう～
「骨密度測定」「F

フラックス

RAX測定（骨折リスク評価）」
　※10：00～ ブースにて整理券配布 なくなり次第終了

⃝からだチェック～筋肉量測定～「体組成測定」

※10：00～ 総合案内にて整理券配布 なくなり次第終了

時間の記載がない催し物は、10：00～14：00です。
※感染症予防対策のため、マスク着用にご協力をお願いします。
※各催し物の会場は、同病院のホームページまたは

当日配布のチラシをご覧ください。
※催し物によっては人数に制限があり、早めに終了

することがあります。

12：30～14：00

⃝手術室を見て触って体験してみよう
「人工関節手術模擬体験」「電気メス・縫合体験」
※10：30～、13：00～の２回
※中学生・高校生対象、各回定員15～20人

 事前予約・先着順
※申し込み…市立伊勢総合病院のホームページから

⃝「手術室見学」「手術機材展示・体験」など
※一般対象・予約不要

⃝院内体験ツアー
⃝薬剤師の仕事を体験してみよう 
「お菓子で調剤体験」など

⃝放射線とは？ 画像を見てクイズに答えよう 
「X線装置撮影体験」

⃝内視鏡について知ろう「内視鏡体験」
⃝おかしを救ってBLSを学ぼう！
⃝エコーでワクワク！笑顔が広がる！「エコー写真クイズ」
⃝からだの中クイズ（消化器編）
⃝からだについて知ってみよう
⃝世界にひとつだけの缶バッチを作ろう!!
⃝看護師体験
⃝高校生による出店（宇治山田商業高校・皇學館高校）

熊本地震Ｄ
デ ィ ー マ ッ ト

ＭＡＴ活動報告

11：30～12：00 歩くって、すごい！
赤塚　功 （リハビリテーション科 医師）

瀧川 慎也 （整形外科 医師）
第一部

第二部
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伊勢市とみんなをつなげる情報紙

※伊勢市の市外局番は「0596」です。
※本紙に掲載している情報（講座・イベントなど）は、予告なく中止・変更となる場合があります。 https://www.city.ise.mie.jp
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二見中学校小俣中学校

倉田山中学校 御薗中学校

学校教育課（TEL 22-7883）
　８月６日、広島市で開催された平和記念式典に伊勢
市から市内10校の中学生の代表20人が参加しました。
前日には、平和記念公園で千羽鶴の献納や被爆証言講
話の受講、資料館などの施設見学を行い
ました。
　式典に参加した中学生の
報告と感想を掲載します。
※感想文全文は市のホームペー

ジに掲載しています。

戦後81年 未来へつなぐ平和への誓い戦後81年 未来へつなぐ平和への誓い
～広島平和記念式典参加中学生20人の思い～～広島平和記念式典参加中学生20人の思い～

　平和記念式典の静かな
雰囲気の中、原爆によっ
て亡くなった方々のこと
を思い、改めて原爆の恐
ろしさを実感しました。

「二度とこのような戦争
を起こしてはいけない」

「平和な世界をこれから
も守っていか
なければなら
ない」と強く
心に誓いまし
た。

　資料館の見学をとおし
て、原爆投下は単なる歴
史上の出来事ではなく、
一人ひとりの人生を突然
奪ったものだと実感しま
した。亡くなった方たち
にはそれぞれ家族がいて、
友だちがいて、将来の夢

があったはず
です。それが
一瞬にして失
われたことを
考えると、胸
が苦しくなり
ました。

南　苺花さん 出口　蒼さん

　今も世界では戦争が続
き、悲劇が繰り返されて
いることをとても悲しく
思います。二度と過ちを
繰り返さないよう、今回
学んだ命の尊さを決して
忘れず、平和について考
え続けたいです。周囲の
人々に学びを
伝え、今の自
分にできる小
さな行動を積
み重ねていこ
うと思います。

　戦後81年が過ぎ、戦
争体験者や被爆者の方が
少なくなっている今、こ
のままではまた過ちが繰
り返されてしまうのでは
ないかと感じています。
広島で受け取った平和へ
のバトンをしっかり握り

締め、家族や
友人、周囲の
人々に自分の
言葉で伝えて
いきたいです。

田村 侑子さん 松田 優希さん

　最近は、原子爆弾の
恐ろしさや平和の尊さ
を若い世代へ語り継い
でいくことが課題とな
っています。原爆の子
の像に献納されている
たくさんの折り鶴を見
て、一人ひとりの小さ
な努力や平和
への思いの積
み重ねが、世
界平和に繋が
っていくのだ
と感じました。

　原爆の子の像のモデルであ
る佐々木禎子さんは、被爆か
ら10年後、12歳という若さ
で亡くなりました。原爆の恐
ろしさは瞬間的な破壊だけで
なく、後遺症として人々を苦
しめ続けているところにもあ
ります。原爆症の苦しみや平

和への願いを
知ってほしい
という思いで
原爆の子の像
が建てられた
のだと思いま
した。 

石塚　尊さん 中村 龍生さん

　原爆死没者慰霊碑に刻ま
れた「安らかに眠ってくだ
さい　過ちは繰返しませぬ
から」という言葉を見て、
戦争は二度と絶対にしては
いけないと身にしみて感じ
ました。戦争を二度と繰り
返さないために、事実を多
くの人に伝え、

「平和」や「命
の尊さ」につ
いて考え続け
ていかなけれ
ばならないと
思いました。

　原爆死没者慰霊碑の
言葉にあるように、二
度と戦争を起こしては
ならないと思いました。
そして、今の平和な時
間がどれだけ幸せかを
知りました。学んだこ
とを周りのみんなや、

次の世代にも
しっかり伝え、
自分ができる
ことを考え行
動していきた
いと思います。

早田 結翔さん 垣澤　愛さん

被爆証言講話を聴く
（講師：岡本 忠さん） 原爆ドームの前で

千羽鶴献納原爆死没者慰霊碑
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港中学校

厚生中学校伊勢宮川中学校

桜浜中学校

城田中学校

五十鈴中学校

　核兵器がいかに恐ろし
いものであるかを、一人
でも多くの人に知ってほ
しいと強く思いました。
８月６日をただ戦争につ
いて考える日として過ご
すのではなく、過去の出
来事から今を見つめ、平
和の大切さを
改めて考える
日にしていき
たいと思いま
した。

　平和記念資料館で展示
資料や写真を見たこと
で、核兵器の恐ろしさや
戦争の悲惨さを改めて実
感しました。展示物を見
ていると、当時のまま時
が止まっているように感
じられ、広島で起きた悲

劇が今でも伝
わってくるよ
うでした。

辻本 紗徠さん 中川 なつさん

　被爆証言者である岡本
さんの「原爆投下は81
年前の話だが、決して昔
話ではない」という言葉
が心に残っています。風
化させないためには、私
たちが歴史のバトンを受
け取り、行動しなければ
なりません。
この貴重な体
験を多くの人
に伝えようと
思いました。

　「たった一発の原子爆
弾が、人々の暮らしを、
人生を地獄に変えまし
た。」これは、式典に参
加し、「平和への誓い」
を聴いて、私が一番衝撃
を受けた言葉です。核兵
器のない世界の実現に向

けて、ピース
メッセンジャ
ーとして行動
していきたい
です。

　「全国こども平和サミ
ット」に参加し、全国か
ら集まった同世代の仲間
たちと、平和についての
話を聴き、命の尊さにつ
いて学ぶことができまし
た。今自分たちには何が
できるのかを考えながら
日々生活して
いきたいです。

大門 夏輝さん 山中 彩愛さん

　「全国こども平和サミ
ット」の開会挨拶で、国
際連合事務次長の中満泉
さんが、平和とは戦争が
ないことだけをさすので
はなく一人ひとりが自分
の思いを安心して言えて
いることだと述べていた

ことが印象に
残りました。

　平和記念式典で広島市
長の平和宣言を聴き、私
たちピースメッセンジャ
ーは、平和を願う「ヒロ
シマの心」を沢山の人に
広げ、その人たちととも
に核兵器のない世界をつ
くっていく使命があると
思いました。

橋川　煌さん 道清 塁偉さん

　平和記念式典は静粛
で、原爆の恐ろしさや残
酷さを、世界中から来て
いる多くの人がその身に
感じていました。原爆が
投下された時刻、午前８
時15分には「平和の鐘」
が打ち鳴らされ、亡くな

られた方への
黙祷を行いま
した。

　今なお世界には人類を
滅ぼし得る核兵器が存在
しており、私たちも無関
係ではありません。人生
を容赦なく狂わせる核兵
器を二度と許さず、廃絶
に向けて行動していく必
要性を強く感じました。

中西 信葉さん

　「二度と戦争を繰り返
してはならない」という
人々の強い願いがあった
からこそ、原爆ドームは
核兵器の恐ろしさと平和
の尊さを未来へつなぐ象
徴になったのだと感じま
す。核兵器のない世界を
実現するため
に、学んだこ
とをしっかり
語り継いでい
きます。　

念佛 幸志郎さん

　被爆証言者である岡本
さんは、結婚や出産とい
った人生の節目のたびに

「被爆者」である事実が
重くのしかかり、苦しむ
ことになりました。「被
爆すると、一生向き合っ
ていかなければならな

い」という言
葉が心に強く
残っています。

　原爆ドームの地面には
煉
れん

瓦
が

やコンクリートが散
乱し、建物の骨組みが見
えていました。実際に見
学したからこそ分かるこ
とがたくさんありまし
た。原爆ドームを当時の
姿で残しておくことを決

めた人々の平
和を願う強い
気持ちが伝わ
り、私も大切
にしていきた
いと思いまし
た。

村田 龍翼さん 山中 心尋さん西村 圭達さん 山本 色葉さん
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健康づくり通信健康づくり通信健康づくり通信

　
健
康
テ
ラ
ス
で
は
、
ベ
ジ
チ
ェ

ッ
ク
を
は
じ
め
握
力
計
や
体
組
成

計
、
脳
年
齢
計
を
自
分
で
操
作
し

て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
。

　
11
月
の
健
康
の
日
は
、
血
管
年

齢
、
自
律
神
経
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
追

加
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を

「
見
え
る
化
」
し
、健
康
づ
く
り
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

と
き　
11
月
11
日
㈬
、
９
時
～
12

時と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
60
人（
30
分
ご
と
に
各
10

人
）

申
込
開
始　
10
月
15
日
㈭
、
8
時

30
分

　
耳
鳴
り
や
め
ま
い
、
聞
こ
え
に

く
さ
な
ど
は
多
く
の
人
が
経
験
す

る
症
状
で
あ
り
、Ｑキ

ュ
ー
オ
ー
エ
ル

Ｏ
Ｌ（
生
活
の

質
）に
影
響
を
与
え
る
健
康
課
題

の
一
つ
で
す
。
講
演
会
で
は
、
私

た
ち
に
身
近
な
「
耳
の
病
気
」
や

「
聞
こ
え
」に
関
す
る
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
耳
鼻
科
医
師
が
分
か
り

や
す
く
伝
え
ま
す
。

と
き　
11
月
11
日
㈬
、
14
時
～
15

時
15
分

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル（
八
日
市
場
町
13

－

１
）

講
師　
中
村 

伸
太
郎
さ
ん（
な
か

む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

定
員　
50
人
程
度（
先
着
順
）

申
込
開
始　
10
月
15
日
㈭
、
８
時

30
分

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
離
乳
食
を
安
心
し

て
す
す
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

簡
単
で
お
い
し
い
離
乳
食
づ
く
り

を
栄
養
士
が
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
11
月
６
日
㈮
、
10
時
30
分

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
乳
児（
生
後

７
～
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容　
離
乳
食（
後
期
・
完
了
期
）

の
話
、
試
食

定
員　
15
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
10
月
15
日
㈭
・
8
時

30
分
～
11
月
５
日
㈭
・
12
時
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
、
ま
た
は
電
話
で

健
康
課
へ

　
骨
髄
移
植
お
よ
び
末
梢
血
幹
細

胞
移
植
は
白
血
病
な
ど
の
血
液
疾

患
に
有
効
な
治
療
法
で
す
。
こ
の

治
療
法
に
は
、
骨
髄
や
末
梢
血
幹

細
胞
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
ド

ナ
ー
が
必
要
で
す
。

　
１
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を

救
う
た
め
に
は
、
１
人
で
も
多
く

の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で
あ
り
、

特
に
若
い
世
代
の
人
の
ド
ナ
ー
登

録
が
少
な
い
状
況
で
す
。
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
骨
髄
や
末
梢
血
幹
細
胞

を
提
供
し
た
人
や
、
提
供
者
が
働

く
市
内
の
事
業
所
へ
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ド
ナ
ー
登
録
の
問
い
合
わ
せ　
伊

勢
保
健
所
保
健
衛
生
室　
衛
生
指

導
課（
TEL
27

－

５
１
５
１
）

　
臓
器
移
植
は
、
臓
器
の
機
能
が

著
し
く
低
下
し
、
移
植
に
よ
っ
て

の
み
、
そ
の
回
復
が
見
込
ま
れ
る

人
に
対
し
て
行
う
医
療
で
す
。
臓

器
の
提
供
者
は
も
と
よ
り
、
広
く

社
会
に
理
解
と
支
援
が
あ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
臓
器
移
植
が
広
が
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
臓

器
提
供
に
つ
い
て
考
え
、
家
族
と

話
し
合
い
、
自
分
の
臓
器
提
供
に

関
す
る
意
思
表
示
を
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
意
思
表
示
欄
で
意
思
表
示

が
で
き
ま
す
の
で
、
自
分
の
意
思

を
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
公
益
財
団
法
人
三

重
県
角
膜・腎
臓
バ
ン
ク
協
会（
TEL

０
５
９

－

２
２
４

－

２
３
３
３
）

健
康
づ
く
り
通
信

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

 〔
宮
後
１
丁
目
・
健
康
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

５
階
〕

 （
TEL
27

－

２
４
３
５　
FAX 

21

－

０
６
８
３
）

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

★
が
つ
い
て
い
る
事
業
は
、
伊
勢
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
で
す

健康の日
11日 は

健
康
づ
く
り
通
信
内
の
申
し
込
み

は
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
、
ま
た
は
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

申し込み

「
健
康
の
日
」に
お
け
る

啓
発
事
業

離
乳
食
教
室（
後
期
～
完
了
期
）

10
月
は「
造ぞ
う

血け
っ

幹か
ん

細さ
い

胞ぼ
う

移
植

普
及
推
進
月
間
」

10
月
は

「
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
」

健
康
づ
く
り
講
演
会

医
師
講
演

「
耳
か
ら
始
ま
る
健
康

づ
く
り
」

健
康
テ
ラ
ス
で

毎
月
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

★

★

三重県
ホームページ

中村 伸太郎さん
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いせぼれんだより
伊勢市ボランティア連絡協議会〔八日市場町13-1・福祉センター内〕（TEL 63-6370）

No. 102

年末感謝セール!!  是
ぜ

非
ひ

、お越しください！
と　き 12月19日㈯
ところ 福祉の店(福祉センター内)
　日頃のご愛顧に感謝してセールを開催します。普段
の商品の他、鉢植えの花なども用意しています。

伊勢市駅前で高校生が貴重な体験！
　８月８日・９日に高校生14人が、ボランティア
会員とともに、観光客の案内を体験しました。お木

き

曳
ひき

の栞
しおり

を観光客に配布し、大変喜んでいただきました。
皆、生き生きとした顔で対応し、「楽しかった」「もっ
と伊勢の事を勉強しておけば良かっ
た」などの感想があり、すばらしい
経験ができたのではないかと思いま
す。皆さん、お疲れさまでした。そ
して、ありがとうございました。

お礼　皆さんのご協力のもと､ ボランティア
まつりを無事開催することができました。体
験ラリーでは､ 大勢の熱意をいただき､ 活動
の推進について、さらに思いを強くしました。

夏休みちょこっと福祉体験
　８月18日・21日に、小中学生・
高校生の６人が、寄付をするための
使用済み古切手の切り取り作業を楽
しく行いました。

熊本地震被災地を支援
　８月８日・９日に、伊勢市駅前、ぎゅ
ーとらハイジー店・小俣店、ベリー御薗
店で募金活動を行い、皆さんから「少な
くてごめんなさい」「ご苦労さま、頑張っ
てください」など
の 温 か い お 言 葉
に、感謝の気持ち
とともに絆の強さ
を再認識した２日
間でした。活動場
所を快く提供して
いただいた皆さん
に心より感謝いた
します。

交通政策課（TEL 21-5593）　観光振興課（TEL 21-5566）

実証実験が始まります
～自動運転バスの導入へ～

の自 動 運 転 バ ス

　市では、式年遷宮に向けて観光客の増加を見込む中、バス
の運転士不足が深刻な状況です。観光客をスムーズに輸送し
ながら、地域の暮らしに欠かせない生活路線も維持していく
ため、昨年に引き続き、自動運転バスの実証運行を行います。

　走行中の自動運転バスの前に車
両が割り込むと、急停止や事故の
発生につながります。
　安全のため、自動運転バスの追
い越しは絶対にしないよう、ご協
力をお願いします。

おねがい
実証用車両※今回の実証では、運転手が運行ルートを何度も走行し、正しい

運転操作や道路環境をＡ
エーアイ
Ｉに学習させる「初期AI学習走行」と、

一般の人が乗車できる「一般試乗」の実証を行います。
※一般試乗は令和９年２月に実施する予定です。

実証期間 11月2日（月）～令和9年2月22日（月）

運行ルート 近鉄五十鈴川駅～内宮前（昨年同様）
運行者 三重交通株式会社

募金活動の様子高校生が観光客の記念撮影

お木曳の栞
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情報コーナー参加費などの記載のないものは無料

と
き　
11
月
9
日
㈪
～
令
和
9
年

1
月
6
日
㈬

①
初
級・中
級
コ
ー
ス
…
月
曜
日・

水
曜
日
、
10
時
～
12
時

②
初
心
者
コ
ー
ス
…
火
曜
日
、
13

時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　
県
営
大
仏
山
公
園
・
テ

ニ
ス
場

内
容　

①
基
礎
練
習
と
ダ
ブ
ル
ス
で
の
ゲ

ー
ム
を
目
標
と
し
た
練
習

②
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
人
や

少
し
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
人

が
対
象

料
金　
各
1
万
円（
①
②
と
も
に

全
8
回
分
）

※
受
講
料
は
10
月
28
日
㈬
ま
で
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

10
月
28
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
で
同
事
務
所
へ

※
天
候
に
よ
り
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
令
和
の
お
木き

曳ひ
き

を
奉
祝
す
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
令
和
9
年
3
月
28
日

㈰
に
開
催
し
ま
す
。
そ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、「
皇
學
館
大
学
奉
曳
会
」

の
木
遣
り
唄
に
合
わ
せ
て
披
露
す

る
、
文
筆
家
・
千
種
清
美
さ
ん
考

案
の
創
作
舞
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

練
習
日　

令
和
9
年
1
月
15
日

㈮
・
29
日
㈮
・
2
月
12
日
㈮
・
26

日
㈮
・
3
月
5
日
㈮
・
19
日
㈮
、

18
時
～
20
時（
全
６
回
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
2
階 
展

示
室

対
象　
市
内
在
住
の
中
学
生
～
60

代
ま
で
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

料
金　
５
０
０
０
円（
衣
装
代
含

む
）

申
し
込
み　
11
月
１
日
㈰
か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
同
館
へ

　
日
本
に
住
ん
で
感
じ
て
い
る
こ

と
や
伝
え
た
い
こ
と
を
日
本
語
で

ス
ピ
ー
チ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
令
和
9
年
1
月
23
日
㈯
、

12
時
30
分
～
16
時（
集
合
は
10
時

30
分
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
4
階 

大

会
議
室

対
象　
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

外
国
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
13
日
㈮
ま
で

に
、
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
、
ま
た
は
E
メ
ー

ル（
kouryu@

city.ise.m
ie.

jp
）で
同
協
会
へ

※
ス
ピ
ー
チ
原
稿
は
、
12
月
18
日
㈮
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
席
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
、
優

秀
者（
点
数
が
高
い
人
）に
は
賞
状
と

賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
み

ん
な
で
実
現
す
る
た
め
、
よ
り
豊

か
な
人
権
意
識
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

と
き　
11
月
17
日
㈫
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ　
市
役
所
東
館
・
5
階 

５

－

３
会
議
室

内
容　
テ
ー
マ
…
地
域
に
お
け
る

外
国
籍
住
民
の
人
権
と
多
分
化
共

生
を
考
え
る

講
師　
藤
本 

伸
樹
さ
ん（
一
般
財

団
法
人　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
権

情
報
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）

定
員　
10
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
11
日
㈬
ま
で

に
、
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
、
ま
た
は
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス（
FAX
21

－

５
５
５

５
）で
同
課
へ

募　
集

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所 

（
TEL
23

－

６
５
６
５
）

県
営
大
仏
山
公
園

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

響
ホ
ー
ル
伊
勢（
TEL
28

－

５
１
０
５
）

創そ
う

作さ
く

舞ま
い

の
参
加
者
募
集

木き

遣や

り
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
創
作
舞
と
と
も
に
～

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交
流

協
会（
TEL
21

－

５
５
４
９
）

外
国
人
の
皆
さ
ん
へ

い
せ
国
際
交
流
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
大
会

講　
座

　
多
様
な
人
権
課
題
へ
の
理
解
を

深
め
、
共
に
尊
重
し
合
え
る
社
会

を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

と
き　
11
月
15
日
㈰
、
13
時
30
分

～
15
時
45
分

と
こ
ろ　
御
薗
公
民
館
・
2
階 

講

堂（
御
薗
総
合
支
所
併
設
）

内
容　
テ
ー
マ
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
人
権
、
演
題
…
も
う
一
度
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
こ
と

講
師　
中
村 

尚
生
さ
ん（
公
益
財

団
法
人 

反
差
別
・
人
権
研
究
所
み

え　
調
査
・
研
究
員
）

定
員　
10
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　
11
月
10
日
㈫
ま
で
に

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
ま
た
は
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
電
話
・

フ
ァ
ク
ス（
FAX
21

－

５
５
５
５
）で

同
課
へ

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
通
訳
な
ど
が

必
要
な
場
合
は
、
同
課
へ
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
政
策
課（
TEL
21

－

５
５
４
５
）

第
3
回

伊
勢
市
人
権
啓
発
講
座

人
権
政
策
課
内
・
伊
勢
市
人
権
施
策

推
進
協
議
会（
TEL
21

－

５
５
４
５
）

第
3
回 

人
権
セ
ミ
ナ
ー
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御
遷
宮
の
こ
と
を
学
び
、
観
光

客
と
の
会
話
な
ど
に
生
か
し
ま
せ

ん
か
。
観
光
事
業
者
の
ほ
か
一
般

の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
伊

勢
全
体
で
お
も
て
な
し
を
。

と
き　
①
11
月
13
日
㈮
・
②
24
日

㈫
・
③
12
月
16
日
㈬

と
こ
ろ　
伊
勢
商
工
会
議
所
・
5

階 

大
ホ
ー
ル

内
容　
①「
日
本
人
に
と
っ
て
伊

勢
の
神
宮
と
は
」、
②「
な
ぜ
遷
宮

が
行
わ
れ
る
の
か
～
御
遷
宮
の
意

味
～
」、
③「
伊
勢
の
ま
ち
と
御
遷

宮
の
関
わ
り
～
お
木
曳
と
お
白
石

持
ち
～
」

定
員　
60
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
11
月
10

日
㈫
ま
で
に
、
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
観
光
協
会 

（
TEL
28

－

３
７
０
５
）

令
和
8
年
度
お
も
て
な
し
研
修

伊
勢
の
御
遷
宮
に
つ
い
て

～
伊
勢
の
文
化
を
学
び
、

お
も
て
な
し
レ
ベ
ル
を

ア
ッ
プ
し
よ
う
！
～

催
し
物

　
11
月
1
日
㈰
～
12
月
1
日
㈫
は

犯
罪
被
害
者
月
間
で
す
。
犯
罪
被

害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や

配
慮
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　
11
月
14
日
㈯
、
10
時
～
15

時と
こ
ろ　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
勢
ラ

ラ
パ
ー
ク・1
階（
メ
ガ
ネ
の
マ
ス

ダ
付
近
）

内
容　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発
物
品

の
配
布
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー 

ハ
～
ト
く
ん
・
ミ
ー
ポ
く
ん

と
の
写
真
撮
影 

な
ど

危
機
管
理
課（
TEL
21

－

５
５
２
４
）

犯
罪
被
害
者
月
間
に

お
け
る
啓
発
活
動

ハ～トくんミーポくん

　
次
の
と
お
り
相
続
と
年
金
に
つ

い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

争
わ
な
い
相
続
準
備	

（
今
か
ら
始
め
る
相
続
対
策
）

　
「
相
続
は
ま
だ
先
の
こ
と
」と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
や
大

切
な
家
族
が
希
望
す
る
相
続
に
近

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今

か
ら
で
き
る
相
続
準
備
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

と
き　
①
11
月
9
日
㈪
・
②
25
日

㈬
、
10
時
～
11
時
30
分〔
全
2
回
〕

内
容　
①
相
続
の
基
本　
②
相
続

対
策
の
検
討
方
法

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
15
歳
以
上
の
人（
全
2
回

受
講
可
能
な
人
）

年
金
の
し
く
み
と
受
給
前
に	

考
え
て
お
く
べ
き
こ
と

　
年
金
受
給
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

を
解
決
し
ま
す
。

と
き　
12
月
12
日
㈯
、
9
時
30
分

～
11
時

内
容　
繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？
年

金
見
込
額
試
算
や
ね
ん
き
ん
定
期

便
の
見
方
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で

で
き
る
こ
と 

な
ど

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
15
歳
以
上
の
人
で
、
年
金

受
給
が
ま
だ
の
人

※「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」接
続
の
手
伝
い

を
希
望
す
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

共
通

と
こ
ろ　
小
俣
公
民
館
・
1
階 

第

1
会
議
室

講
師　
Ｊジ
ェ
イ
エ
ーＡ伊
勢
職
員

定
員　
各
講
座
20
人

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込　
10
月
25
日
㈰

ま
で
に
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
10
月
27

日
㈫
・
14
時
か
ら
小
俣
公
民
館
・
1

階
で
抽
選
し
、
そ
の
様
子
を
公
開
し

ま
す
。

※
抽
選
結
果
は
、
10
月
28
日
㈬
に
、
応

募
者
全
員
に
E
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
E
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場

合
は
、
同
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。）

社
会
教
育
課（
TEL
22

－

７
８
８
６
）

生
涯
学
習
講
座

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」

※政治活動または宗教活動に係るものと認められるもの、公序良俗に反するものなど、掲載をお断りする内容のものもございます。
　詳しくは右の二次元コードから広告募集要項をご確認ください。

興味のある方はお気軽に→  伊勢市役所広報広聴課（☎0596-21-5515） までご相談ください!

自治体広報ならではの
広告を掲載しませんか？

「伊勢市ホームページ」・「　　　　　」に
地域密着型の
情報発信

地域での
知名度向上

自治体発信の
高い信頼度メリットメリット ➡➡

検索広告事業 伊勢市

広報 広報
広報
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情報コーナー参加費などの記載のないものは無料

　
日
頃
か
ら
市
勢
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
、功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
や
、

全
国
的
な
規
模
で
行
わ
れ
る
学

術
・
芸
術
・
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
競
技
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
皆
さ
ん
へ
の
表
彰
式
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　
11
月
1
日
㈰
、
10
時
～
11

時
20
分

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

申
し
込
み　
不
要

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

と
き　
10
月
17
日
㈯
・
24
日
㈯
・

31
日
㈯・11
月
7
日
㈯・14
日
㈯
、

19
時
30
分
～
21
時

と
こ
ろ　
厚
生
小
学
校
・
体
育
館

講
師　
近
田 

菊
江
さ
ん（
五
十
鈴

太
極
拳
の
会
所
属
、太
極
拳
四
段・

Ａ
級
指
導
員
）

料
金　
１
回
１
０
０
円〔
市
内
の

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

会
員
は
無
料（
会
員
証
を
持
参
）〕

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物申
し
込
み　
厚
生
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局・高
倉
さ
ん（
TEL

０
９
０

－
６
７
６
８

－

２
５
２
９
）

へ

　
人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
入

賞
作
品
を
市
内
３
カ
所
で
展
示
し

ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
11
月
2
日
㈪
～

10
日
㈫
…
伊
勢
図
書
館（
４
日
㈬

は
休
館
）、11
月
13
日
㈮
～
25
日
㈬

…
ミ
タ
ス
伊
勢
、
11
月
27
日
㈮
～

12
月
９
日
㈬
…
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊

勢
ラ
ラ
パ
ー
ク

～
16
時

と
こ
ろ　
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

※
詳
し
く
は
伊
勢
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
・
平
沼
さ
ん（
TEL
０
９
０

－
１

８
２
１

－

５
９
７
８
）へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
乗
り
合
わ
せ
ま
た
は
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
戦
争
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
恒
久

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
、
開
催

し
ま
す
。

と
き　
11
月
6
日
㈮
、
10
時

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

会
場
行
き
臨
時
無
料
バ
ス
を
運
行

　
当
日
は
会
場
行
き
の
バ
ス
を
次

の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。

①
二
見
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

（
9
時
発
）

②
小
俣
総
合
支
所
前（
9
時
発
）

③
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
北
側
駐

車
場（
9
時
発
）→
伊
勢
市
駅
前

〔
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
伊
勢
本

町
店
前（
和
食
さ
と
横
）〕（
9
時

10
分
発
）→
宇
治
山
田
駅
前
臨

時
バ
ス
6
番
の
り
ば（
9
時
20

分
発
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
踊
り

や
体
操
の
発
表
と
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
が
踊
り
や

体
操
を
体
験
で
き
る
時
間
も
あ
り

ま
す
。

と
き　
11
月
1
日
㈰
、
12
時
30
分

秘
書
課（
TEL
21

－

５
５
０
４
）

伊
勢
市
表
彰
式

人
権
政
策
課（
TEL
21

－

５
５
４
５
）

人
権
尊
重
啓
発 

ポ
ス
タ
ー
展

ス
ポ
ー
ツ
課（
TEL
22

－

７
８
９
５
）

厚
生
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

太
極
拳
教
室

ス
ポ
ー
ツ
課（
TEL
22

－

７
８
９
５
）

伊
勢
市
民
ダ
ン
ス
＆

体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
６

福
祉
総
務
課（
TEL
21

－

５
５
５
７
）

伊
勢
市
戦
争
犠
牲
者

追
悼
式

　
第
72
回
伊
勢
市
美
術
展
覧
会
の

ほ
か
関
連
企
画
を
同
時
開
催
し
ま

す
。

と
き　
①
②
10
月
20
日
㈫
～
25
日

㈰
、9
時
～
17
時（
23
日
㈮
は
19
時

ま
で
、最
終
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

③
10
月
20
日
㈫
・
21
日
㈬
、
10
時

～
14
時

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢

内
容

①
第
72
回
伊
勢
市
美
術
展
覧
会

　
絵
画
・
書
・
写
真
・
彫
刻
・
工

芸
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の

入
選
・
入
賞
作
品
と
審
査
委
員
な

ど
の
招
待
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
場　
4
階
お
よ
び
2
階 

展
示

室②
手
に
と
る 

な
が
め
る 

楽
し
む 

　
ブ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ

　
誰
で
も
気
軽
に
本
を
手
に
取
れ

る
ブ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま

す
。
美
術
に
関
連
し
た
書
籍
を
含

め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
本
を
用
意
し
ま
す
。

会
場　
2
階 

ホ
ワ
イ
エ

③
文
化
で
つ
な
が
る
響
カ
ル
チ
ャ

ー
倶
楽
部
「
か
ん
ぶ
ん
茶
道
体

験
会
」

　
極
上
の
一
服
を
気
軽
に
楽
し
む

「
呈て

い
ち
ゃ
ど
こ
ろ

茶
処
」で
心
豊
か
な
ひ
と
と
き

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

会
場　
3
階 

ロ
ビ
ー

定
員　
③
の
み
各
日
50
人（
先
着

順
）

※
当
日
券
も
若
干
数
配
布
予
定
で
す
。

料
金　
③
５
０
０
円

申
し
込
み　
①
②
不
要
、
③
直
接

ま
た
は
電
話（
TEL
28

－

５
１
０
５
）

で
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢
へ

※
そ
の
他
、「
広
報
い
せ
」
９
月
１
日
号

裏
表
紙
に
掲
載
し
た
と
お
り
、
茶
道

や
彫
刻
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
館
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

文
化
政
策
課（
TEL
22

－

７
８
８
４
）

2026 I

イ
セ

SE C

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

O
LLEC

TIO
N

伊
勢
市
芸
術
祭

「
か
ん
ぶ
ん
」
で

秋
の
芸
術
・
美
術
展
を

楽
し
も
う

　
親
子
で
楽
し
く
音
楽
と
触
れ
合

い
ま
し
ょ
う
♪

と
き　
11
月
７
日
㈯
、
10
時
30
分

～（
１
時
間
程
度
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階 

教
養
娯
楽
室

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
以
上
の

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

講
師　
北
川 

美
和
さ
ん（
保
育
士
）

定
員　
10
組（
先
着
順
）

申
し
込
み　
10
月
17
日
㈯
・
9
時

～
11
月
６
日
㈮
・
17
時
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
同
広
場
へ

御
薗
こ
ど
も
広
場（
TEL
22

－

７
３
５
５
）

リ
ト
ミ
ッ
ク
あ
そ
び
♪
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情報コーナー 参加費などの記載のないものは無料

　
伊
勢
志
摩
産
の
野
菜
、
漬
物
、

海
産
物
な
ど
地
場
産
品
が
一
堂
に

集
ま
り
、
約
50
ブ
ー
ス
の
出
店
で

に
ぎ
や
か
に
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
地
場
産
品
の
出
店
ブ
ー

ス
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
に
加
え
、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
も
登
場
予
定
で
す
。

　
各
店
自
慢
の
逸
品
を
取
り
扱
っ

た
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
企
画
「
お
か

げ
さ
ま
商
品
」
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
は
伊
勢
市
歴
史

博
物
館
開
館
記
念
と
し
て
、
楽
市

出
店
ブ
ー
ス
に
て
購
入
し
た
人

に
、
同
館
の
入
館
無
料
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。）ぜ
ひ
お
買
い
物
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
出
店
ブ
ー
ス
ご
と
に
、
入
館
無
料
券

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
た
め
の
条
件
が
異
な

り
ま
す
。

と
き　
10
月
31
日
㈯
・
11
月
1
日

㈰
、
9
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　
外
宮
前
バ
ス
停
横
広
場

※
詳
し
く
は
伊
勢
楽
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
URLhttps://ise-kanko.jp/

iseguide/iserakuichi/

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

と
き　
11
月
1
日
㈰
、
10
時
～
14

時と
こ
ろ　
伊
勢
商
工
会
議
所

内
容　
無
料
税
務
相
談
、
小
中
学

生
に
よ
る
税
に
関
す
る
習
字
・
作

文
・
標
語
・
絵
は
が
き
の
作
品
展

示
、税
金
ク
イ
ズ（
参
加
者
に
粗
品

進
呈〔
先
着
順
〕、
中
学
生
以
下
の

参
加
者
に
はt

ツ

ペ

ラ

upera t

ツ

ペ

ラ

upera

さ

ん
デ
ザ
イ
ン
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト〔
先
着
順
〕）な
ど

※
小
中
学
生
の
受
賞
作
品
は
11
月
4
日

㈬
～
20
日
㈮
に
、
市
役
所
本
館
・
1

階 
市
民
ホ
ー
ル
で
も
展
示
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
観
光
協
会
内・

伊
勢
楽
市
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
TEL
28

－

３
７
０
５
）

伊
勢
市
歴
史
博
物
館
開
館
記
念

秋
の
伊
勢
楽
市

伊
勢
商
工
会
議
所
内
・
伊
勢
税
務

連
絡
協
議
会（
TEL
25

－

５
１
５
１
）

課
税
課（
TEL
21

－

５
５
３
０
）

税
金
展

　
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権

の
ま
ち
づ
く
り
や
、
人
に
優
し
い

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
開
催

し
ま
す
。

と
き　
10
月
30
日
㈮
・
14
時
15
分

～
16
時
15
分
、
31
日
㈯
・
9
時
15

分
～
12
時
10
分

と
こ
ろ　
浜
郷
小
学
校
・
体
育
館

内
容　
人
権
・
平
和
・
環
境
・
防

災
に
関
す
る
作
品
や
資
料
の
展
示

な
ど

　
お
伊
勢
さ
ん
マ
ラ
ソ
ン
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
の
西
谷
綾
子
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
過
去
10
回
の
出
場
経

験
を
も
と
に〝
お
伊
勢
さ
ん
〟の
コ

ー
ス
攻
略
法
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ア
ッ
プ
の
た
め
の
快
眠
法
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
講
演

後
は
、
け
が
な
く
効
率
よ
く
走
る

た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
・
動
き
づ
く

り
な
ど
を
行
い
ま
す
。
自
分
の
ペ

ー
ス
・
体
調
に
合
わ
せ
て
参
加
で

き
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

と
き　
10
月
24
日
㈯
、
９
時
30
分

～
12
時（
受
け
付
け
は
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
で
９
時
～
）

と
こ
ろ　
伊
勢
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ（
雨
天
の
場
合
は
県
営

サ
ン
ア
リ
ー
ナ・サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

対
象　
「
お
伊
勢
さ
ん
マ
ラ
ソ
ン
」

に
挑
戦
す
る
人
・
走
る
こ
と
が
好

き
な
人

定
員　
40
人（
先
着
順
）

料
金　
大
人
…
２
０
０
０
円
、
18

歳
未
満
の
人
…
１
０
０
０
円

※
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
ラ

ン
シ
ュ
ー
ズ（
雨
天
の
場
合
は
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
）、筆

記
用
具
、
飲
み
物

申
し
込
み　
事
前
に

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
ま
た
は

電
話
で
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
へ

※
雨
天
開
催
の
場
合
、
前
日
17
時
ま
で

に
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
告
知
し
ま
す
。

サ
ル
タ
ン
ト
が
、
再
就
職
を
最
初

か
ら
最
後
ま
で
徹
底
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

と
き　
10
月
28
日
㈬
、
①
10
時
～

②
13
時
～
③
15
時
～

と
こ
ろ　
労
働
福
祉
会
館
・
3
階 

第
2
会
議
室（
勢
田
町
６
１
３

－

13
）

対
象　
60
～
70
歳
で
、
在
職
中
ま

た
は
離
職
後
1
年
以
内
の
人

定
員　
3
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
10
月
27
日
㈫
・
12
時

ま
で
に
、
電
話
で
同
事
務
所
へ

　
経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア
専
門
コ
ン

浜
郷
支
所
内
・
浜
郷
学
区
同
和
教
育

推
進
連
絡
協
議
会（
TEL
22

－

４
８
８
０
）

「
人
権
・
平
和
・
環
境
」

展県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ 

（
TEL
22

－

７
７
０
０
）

効
率
よ
く
走
っ
て
楽
し
く
快
走
♪

西
谷
綾
子
の

Ｒラ

ン

Ｕ
Ｎ
ク
リ
ニ
ッ
ク

公
益
財
団
法
人 

産
業
雇
用
安
定 

セ
ン
タ
ー 

三
重
事
務
所 

（
TEL
０
５
９

－

２
２
５

－

５
４
４
９
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の

お
仕
事
・
就
職
相
談
会

　
親
子
で
家
族
で
、
遊
ん
で
、
作

っ
て
、
考
え
て
、
男
女
共
同
参
画

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
楽
し

い
企
画
が
目
白
押
し
!

と
き　
10
月
31
日
㈯
、
10
時
～
14

時と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
ふ
れ
あ

い
広
場

対
象　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容　
大
き
な
虹
を
作
ろ
う
、
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
、
木で
工
教
室
、
防
災

ク
イ
ズ
、
つ
り
de
分
別
、
大
き
な

絵
本
と
小
さ
な
図
書
館
、
手
作
り

市
、
伊
勢
市
の
男
女
共
同
参
画
・

20
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
パ
ネ
ル

展
示　
な
ど

申
し
込
み　
不
要

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
交
流
課
内
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
男
女
共
同

参
画
れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢 

（
TEL
21

－

５
５
１
３
）

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

20
周
年
記
念

み
ん
な
の
笑
顔
が

は
じ
け
る
！

れ
い
ん
ぼ
う
フ
ェ
ス
タ
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情報コーナー参加費などの記載のないものは無料

　
生
活
の
選
択
肢
を
知
り
今
後
の

意
思
決
定
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
見
学
で

き
る
機
会
で
す
。

見
学
日　
①
10
月
28
日
㈬
、
②
11

月
16
日
㈪
・
③
30
日
㈪

集
合
時
間　
午
前
の
部
…
9
時
30

分
、
午
後
の
部
…
13
時

集
合
場
所　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
裏
駐
車
場

※
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
現
地
へ
送
迎

し
ま
す
。

見
学
場
所　
①
午
前
の
部
…
済
美

寮
・
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

縁
家
ス
タ
ン
ド
バ
イ
ミ
ー
、
午
後

の
部
…
伊
勢
市
ひ
ま
わ
り 

②
午

前
の
部
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ア
ロ
カ

生
活
介
護
事
業
所
、
午
後
の
部
…

有
明
の
里 

③
午
前
の
部
…
あ
さ

ひ
ワ
ー
ク
伊
勢
、
午
後
の
部
…
介

護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
く
ら
た
や

ま対
象　
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
と
そ
の
家
族
、
ま
た
は

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

従
事
者 
な
ど

申
し
込
み　
10
月
23

日
㈮
ま
で
に
、
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、

ま
た
は
電
話（
TEL
63

－
５
６
０
９
）

で
伊
勢
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
110

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課（
TEL
21

－

５
５
５
８
）

【 

場
所 

】

右手の指を折り曲げ、指を下
に向け下ろします。目を見開
き２回ほど動かすと「どこ？」
の意味になります。
※諸説あります。
※手話表現の一例を紹介しています。

⬅市のホームページで
　手話動画を見ることができます。
みんなで手話　伊勢市 検索

伊
勢
市
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会 

地
域
生
活
支
援
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム（
TEL
63

－

５
６
０
９
）

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
見
学
会

見
に
行
っ
て
み
よ
う
！

サ
ー
ビ
ス
事
業
所

時 11月20日㈮、13：00～16：00　所 伊勢商工会議所・
5階 第4会議室　内 空き家、解体、相続、生前贈与対
策、住宅確保要配慮者の住まいに関する相
談　定 6人（先着順）　申 10月30日㈮まで
に、右記の二次元コードからオンライン申
請、または電話で結へ

時 10月24日㈯・11月28日㈯、14：00～15：30　所 皇
學館大学 佐川記念神道博物館（神田久志本町1704）
内 企画展『長野義言の宣長学』関連の教養講座　定 40
人（先着順）　申 各開催日当日までに、同館のホームペ
ージからオンライン申請

空き家・相続・居住支援無料相談会

令和8年度 神道博物館教養講座

一般社団法人 結
ゆい

（TEL 080-9737-6660）

皇學館大学 佐川記念神道博物館（TEL 22-6471）

時 10月31日㈯、10：30～16：00　所 集合場所 太江寺
（二見町江1659）　内 太江寺～松尾観音寺まで約12km
を名所ガイドやごみ拾いをしながら歩きます　対 健康
な人（小学生以下は保護者同伴）　持 動きやすい服装、
飲み物、軍手　定 30人程度（先着順）　料 100円
申 10月26日㈪までに、電話で太江寺へ

伊勢西国三十三所ウォーキング
太江寺（TEL 43-2283）

　ミニ学習会・交流会を開催します。時 10月20日㈫・
11月10日㈫、14：00～15：00　所 伊勢赤十字病院 患
者支援センター内「なごみ」（船江1丁目471-2）　対 が
ん患者さんとその家族　内 10月…「治療と食事につい
て」、11月…「リンパ浮腫について」　定 10人（先着順）
申 各開催日当日までに、直接または電話で同病院へ

がん患者さんとご家族のための
学習会・交流会 伊勢赤十字病院（TEL 65-5151）

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに利
用できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

時 とき　 所 ところ 対 対象 内 内容
持 持ち物 定 定員　 料 料金 申 申し込み 12月15日号➡10月30日㈮ 1月合併号➡11月13日㈮

※「広報いせ」は月2回発行していますが、1月は合併号とし、情報を1回にまとめて発行します。

掲載申し込み締め切りイベント掲示板＆
みんなの広場

10広報いせ　令和８年10月15日号 広報いせ　令和８年10月15日号広報いせ　令和８年10月15日号 広報いせ　令和８年10月15日号



時 10月31日㈯、16：00～（第1部）・19：00～（第2部）　所 お
かげ横丁「すし久」（宇治中之切町20）　内 桂文我などが出演
する落語会。歴史の趣を感じる建物で非日常感を味わいなが
ら、笑いのひとときをお楽しみください　料 3,000円（前売り
2,500円）　 前売り券の販売 おかげ横丁「おみやげや（総合案
内）」または、おかげ横丁のホームページの予約サイト、イオ
ン伊勢店・明和店、チケットぴあにて販売

10月 みそか寄席
おかげ横丁「おみやげや（総合案内）」（TEL 23-8838）

　こんな時代だからこそ、家計簿を本気で始めてみませんか？
時 11月14日㈯、10：00～12：00　所 福祉センター（八日市
場町13-1）　対 市内在住の人　内 家計簿をつけている人の話
や、生活の知恵を伝えます　定 30人（先着順）　料 300円
申 11月12日㈭までに、電話で笠井さんへ

今こそ家計簿始めませんか？
伊勢友の会・笠井さん（TEL 090-8553-5266）

時 10月25日㈰、10：00～15：00　所 河崎本通り
と伊勢河崎商人館および河崎 川の駅周辺の勢田
川遊歩道　内 江戸時代からの町並みが残る河崎の
まちで開催。勢田川遊歩道では伊勢河崎一箱古本
市やワークショップ、伊勢河崎商人館では音楽の
演奏会・お芝居や伊勢のだいどこ市など

伊勢のだいどこ　河崎商人市
河崎商人市実行委員会（TEL 22-4810）

時 10月24日㈯・25日㈰、10：00～15：00　所 外
宮北御門広場（一志町5付近）　内 全国各地の「食」
の生産者が奉納した自慢の逸品を販売します。会
場内では伊勢音頭などさまざまなステージイベン
トや、全国各地の特産品が当たるスタンプラリー
抽選会も開催します　※荒天の場合は中止します。

第35回 伊勢神宮 外宮奉納市
伊勢商工会議所（TEL 25-5153）

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベン
ト情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

　11月1日㈰に熱田神宮から伊勢神宮までの
106.8kmで「第58回全日本大学駅伝対校選手権大会」を開
催します。当日は、国道23号などで交通規制を実施します。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いします。
詳しくは、大会ホームページ（ URL https://daigaku-ekiden.
com/）をご覧ください。

全日本大学駅伝に伴う交通規制
全日本大学駅伝大会事務局（TEL 052-222-5926）

時 11月22日㈰、14：00～16：10　所 福祉センター・3階 会
議室3（八日市場町13-1）　対 声やことばの疾患がある人（満
18歳以上の人）　内 声やことばの疾患（発声障害、吃

きつ

音
おん

、場面
緘
かん

黙
もく

、失語症、喉頭摘出後など）の当事者の交流や情報交換の
場です。同じ経験を持つ人と、安心して過ごせ
る場です　定 12人（先着順）　料 500円程度（会
議室の使用料）　申 11月13日㈮までに、右の二
次元コードからオンライン申請、またはメール
でまなざしの学びの場へ

「第2回 声とまなざしのカフェ」参加者募集
特定非営利活動法人まなざしの学びの場

（ manazashi.manabiba@gmail.com）

時 11月1日㈰　所 伊勢フットボールヴィレッジA・
Bピッチ（朝熊町4383-426）　対 同協会登録選手・
指導者・関係者、一般参加希望者　内【9：00～11：00】
年齢・性別・障がいの有無、国籍を問わず、参加希
望者によるウォーキングフットボール 【12：00～
13：30】なでしこ（女子・女性）ミニサッカー・小学2
年生以下による親子サッカー 【13：30～15：00】
小学3～6年生によるミニサッカー
申 右の二次元コードからオンライン
申請 ※詳しくは同協会のホームページ
を確認してください。

南勢サッカーフェスティバル2026
（伊勢市インクルーシブスポーツ事業）
NPO法人南勢サッカー協会

（ nanseisoccerkyokai@gmail.com）

時 11月17日㈫、17：30～20：00（17：20までに
五十鈴塾で受け付け）　所 おかげ横丁内 オカゲ屋
敷（宇治中之切町52）　内 伊勢の人々にとって御
遷宮の象徴ともいえる、20年に１度のお木曳。第
二次お木曳行事を来年に控えた今、お木曳を通し
て伊勢と神宮の深い関わりを見つめ直し、今後の
望ましいあり方を出席の先生方とともに考えます
定 80人（先着順）　 料 6,500円（五十鈴塾会員は
6,000円）※食事代含む　申 11月10日
㈫までに右の二次元コードからオン
ライン申請、または電話・ファクス

（ FAX 20-8253）で五十鈴塾へ

遷宮フォーラム「御遷宮と伊勢の人々」
五十鈴塾（TEL 20-8251〔宇治浦田1丁目5-3〕）

時 令和9年2月28日㈰まで　所 自宅などでオンライン受講
対 県内の潜在保育士・放課後児童支援員など　内 潜在保育士
の就労・職場復帰への不安の解消や保育士とし
て就労することへの意欲増進につながる研修の
動画配信　申 令和9年2月15日㈪・16：00まで
に、右の二次元コードからオンライン申請

潜在保育士等就労・職場復帰支援研修
社会福祉法人三重県社会福祉協議会
三重県保育士・保育所支援センター（TEL 059-227-5160）
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窓口・電話受付時間が

変更 となります 職員課（TEL 21-5505）

　変更により確保した時間を活用し、政策の質や市民サービス
の向上を目指します。皆さまのご理解、ご協力をよろしくお願
いします。

令和9年1月4日（月）から ※試行として実施開始日

⃝本庁　　　　　⃝健康福祉ステーション（M
ミ ラ イ セ

iraISE ５～７階）
⃝３総合支所　　⃝上下水道部庁舎　　⃝９支所
⃝ごみ減量課事務所　　⃝消防本部（通信指令課・消防署を除く）
⃝伊勢やすらぎ公園管理事務所

対象施設

（窓口および電話）

※窓口延長部署

⃝戸籍住民課　　　　⃝収納推進課　　⃝課税課
⃝本庁上下水道窓口　⃝医療保険課
⃝介護保険課　　　　⃝高齢・障がい福祉課
⃝子育て応援課　　　⃝保育課

本庁

⃝中央保健センター（健康課）
⃝こども発達支援室
⃝福祉総合支援センターよりそい

健康福祉ステーション（健康福祉ステーション（MM
ミ ラ イ セミ ラ イ セ

iraISEiraISE））

変更前 8：30～17：15
（窓口延長部署※は月曜日のみ19：00まで）

（窓口延長部署※は月曜日のみ19：00まで）
変更後 9：00～16：30

受付時間
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 広
報

広
聴

課
〒

516-8601 伊
勢

市
岩

渕
１

丁
目

７
番

29号

視
覚

障
が

い
の

あ
る

人
で

、「
声

の
広

報
い

せ
」「

点
字

広
報

い
せ

」
を

希
望

す
る

人
は

、
高

齢
・

障
が

い
福

祉
課

（
TEL

21-5558 FAX20-8555）
へ

連
絡

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、「

声
の

広
報

い
せ

」
は

、
直

近１カ
月

分
を

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

広
報

第
422号

発
行

日
／

令
和

８
年

10月
15日

TEL 0596-21-5515　
FAX 0596-22-9699

 ise-koho@
city.ise.m

ie.jp

　市の情報を配信中！  登録はこちらから！　

この広報紙は、再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。また見やすいデザインの文字を使用しています。
※廃棄する際は、雑誌・雑紙類として分別してください。

「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

伊勢市健康医療ダイヤル24

W
ウ ェ ブ
ebでも相談できます。詳しくは、市のホームページを確認

してください。

　心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています。

0120-220-417 通話料無料
フリーダイヤル

健康課問い合わせ先 TEL  27-2435 広報いせに
広告を掲載しませんか？？

興味のある人は
コチラから➡


